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＜連絡事項＞
・本日13：00から入社式実施。
＜週間予定＞
・4/4　久保　興介様　14時内科診察室にて両親が主治医面談
・4/4　寺井　恵利子様　17時退院予定
・4/9　畑山　みゆき様　10時退院予定
＜患者様連絡事項＞
・板橋　利美様～深夜帯から心窩部痛の訴えがあり、朝食も不食。臥床経過していることから船場Drへ内科診察依頼。朝食後薬のエソメプラゾールカプセル服用後から徐々に心窩部痛は改善してきていると話しがある。痛みは2：00ころから持続していたと訴える為、明日からエソメプラゾールカプセルの服用方法を夕食後に変更の指示あり。疼痛緩和傾向ならば、食事は少量でも摂取するよう説明受けるが、診察後、「実は寒気があって、熱が38.3℃あるんだよ」と訴える。酸素飽和濃度92％へ低下し息苦しさと頭重感訴える。

血圧149/109㎜Hg　脈拍122回/分

船場Drへ状態報告し、診察依頼。 

    　　　　　　肝胆道系疾患で遭遇する現象。既往に胆管結石治療歴があることから、再発を強く疑い以下の治療方針に切り替えとなる。

　　　　　　　　①食事を一旦中止し絶食とする。

　　　　　　　　②ラクテック：500ml＋ソリタT3:500mlの計1000mlで24時間keepとする。

　　　　　　　　③生食100ml＋セフトリアキソン1gを一日一回投与する。

　　　　　以上の治療を4/7（金）まで継続。内服は継続。
＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～週末から日課以外、自室ベッド臥床傾にあり、体調尋ねた際には「少し疲れてる」「調子乗り過ぎた」とのはなしあり休息・活動バランスの重要性について再指導・介様子観察 。奇異行動なく経過している。
・小笠原　美千代様～昨夜の準夜帯に尿失禁あり。本日は眠気は残存していると話すが、プログラム参加の為にホールに移動。幻聴訴えはなく参加。「幻聴は最近気にならないんだよ。あとは眠気だけ」と話す。
＜菅野Dr診察・担当患者様検討＞
・滝田　英人様～診察にて「背中が悶え苦しい」「入浴出来ていないんですよ。」と訴える。表現に困り、首をひねっている事もあるが、落ち着いて話している。主治医より、入浴はする様指導がある。
・中川原義雄様～診察にて、「眼鏡は35000円するんですよ。右から左へとおいそれと出せる額じゃないんですよ。」から始まり、一方的に脈絡なく多弁に話す。
・上村　みわ様～診察診で、「薬まだ飲むんですか、止めて下さい。」と訴え、大切な薬なので飲む様説明を受けている。
・出河　攻　様～診察にて自ら点眼薬希望し、ピレノキシン点眼薬3本処方となる。
・松田　健　様～変わりなく退院状況にも進捗ない事報告している。
＜業務改善、検討＞
・特になし
